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して，2017年度に北海道大学事務職員海外短期集中
研修に参加した図書系職員から，シドニー大学図書
館の研究データ管理支援に関する調査報告があっ
た。同図書館では，研究データ管理システムの運用，
研究データの公開や広報といった日常的な支援を
行っており，本学をはじめ日本の大学図書館よりも
先進的であることがわかった。

また，オーストラリアには Australian Research 
Data Commons（ARDC）6）という国レベルの研究
データ管理支援を行うパートナーシップがあり，
ポ ー タ ル サ イ ト（Research Data Australia：
RDA）7）によりオーストラリア国内の研究データの
可視化を行うだけではなく，再利用にも寄与し，研
究データのライフサイクルを回している。

日本の場合は，オープンアクセスリポジトリ推進
協会（JPCOAR）8）がこれに近いコミュニティと言
えるが，ARDC の研究データ管理支援サービスに
は，一日の長があると考える。

研究組織の体制等が違うためオーストラリアの事
例をそのまま流用することはできないが，本学だけ
ではなく研究データ管理支援サービスの構築を検討
している日本の大学図書館において大いに参考にな
ると思われ，今回の訪問調査に至った。

主なインタビュー調査の内容は以下のとおりであ
る。
・研究データ管理支援サービスの概要

1．はじめに
本稿は，オーストラリアの大学図書館における研

究データ管理支援サービスについて報告する。本報
告は，令和元年度国立大学図書館協会海外派遣事業
の助成を受け訪問した， シドニー大学図書館，
ニューサウスウェールズ大学図書館，メルボン大学
図書館，モナシュ大学図書館でのインタビュー調査
に基づいている。

2．調査の目的
近年，オープンサイエンスの推進や研究公正（不

正防止）といった観点から日本においても研究デー
タの管理や公開の重要性が高まってきている。 ま
た，科学技術振興機構（JST）など一部の助成金に
おいては，研究データ管理計画提出の義務化，研究
後のデータや研究成果の公開を推奨するようになっ
た1）。

海外の研究データ管理支援サービスの事例とし
て，ケンブリッジ大学，バージニア大学，アムステ
ルダム大学2），カリフォルニア大学3）など欧米の大
学図書館はいくつか報告されているが，国内で報告
されたオーストラリアの事例は少なく，2018年 2 月
の文部科学省第 9 期学術情報委員会（第 7 回）4），
2019年 5 月のオープンサイエンスの進化と推進に関
する検討委員会（第24期・第 5 回）5）がある。

大学図書館におけるオーストラリアの報告事例と

抄録：本稿は，2019年 9 月に訪問したシドニー大学図書館（University of Sydney Library），ニューサウス
ウェールズ大学図書館（University of New South Wales Library），メルボルン大学図書館（University of 
Melbourne Library），モナシュ大学図書館（Monash University Library），でのインタビュー調査に基づきオー
ストラリアの大学図書館における研究データ管理支援サービスについて報告する。調査から，大学によって使
用しているツールや重点を置いているサービスは違うが，研究データのライフサイクルに即したサービスを展
開していることがわかった。
キーワード：研究データ管理，研究データ管理計画書，オーストラリア，大学図書館
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種類はどのようなものか（例：観察，調査，インタ
ビュー，写真）」，「第三者がデータを使う予定があ
るか，使用する場合，データの使用方法・保存方法
に制限はあるか」ほかデータの権利や倫理に関わる
質問，データ管理に関わる質問（保存場所，保存期
間，種類）など全部で20問あり，それに答える形で
データの管理方法や確認が必要な項目は何かがわか
るようになっている。項目に関連する追加情報のリ
ンク先も設問ごとに記載されており，あちこち見て
回らずとも情報にたどり着けるようになっている。

4.2　トレーニングと支援体制
研究データ管理のトレーニングとサポートは，図

書館で担っているもの（データのキュレーション，
視覚化， 公開など）13）と Sydney Informatics Hub

（SIH）という全学的な研究施設が行っているもの
（ストレージ，データベースアプリケーション，電
子実験ノートなど）14）がある。

研究データ管理支援サービスは図書館，ICT部門，
デジタル部門が連携し行っており，ほかに Archives 
Preservation の担当もいるとのことである。

4.3　ライセンス付与
研究データのライセンスについては，図書館で完

全には管理できていないとのことだったが，図書館
が情報提供しているデータ出版の手引きサイト15）

に，“Step 5 - Choose a suitable licence” として，
出版データにライセンスを付与することの意義やク
リエイティブコモンズのライセンス選択ツールへの
ナビゲートがある。また，図書館の著作権相談窓口
へメールで相談することもできる。

5．ニューサウスウェールズ大学図書館
ニューサウスウェールズ大学もオーストラリアの

優れた研究大学のひとつであり，世界大学ランキン
グトップ100以内にランクインし，約62,000人の学
生と約7,000人の教職員が所属している。16）

5.1　研究データ管理計画
ニューサウスウエールズ大学における研究データ

管理の特徴は，すべての研究者に研究データ管理計
画（RDMP）を必須としている点である。ResData17）

という研究データ管理システムを使用し，研究デー
タ管理計画を登録しなければストレージを使用する
ことができない。そのため，研究データ管理計画の
登録数とストレージの使用リクエスト数は，2017年
から2019年上半期の 2 年半の間に，研究者ではそれ
ぞれ 5 倍以上，職員でも 2 倍から 3 倍の伸びとなっ

・オープンサイエンスや研究データ管理の教材，ト
レーニングについて

・図書館以外の大学内の関係機関との連携について
なお， 訪問先についてはシドニー大学図書館の

Ryan Stoker 氏から助言をいただき，オーストラリ
ア 8 大学（Group of Eight）9）から 4 校を訪問先とし
て決定した。

3．調査の日程
インタビュー調査の日程，訪問先は表 1 のとおり

である。

表 1　日程・訪問先

日付 訪問先 対応者
2019/9/2 シドニー大学

The University of 
Sydney

Ryan Stoker
（Research Data Officer 
University of Sydney 
Library）
Piyachat Ratana

（Research Data Officer 
University of Sydney 
Library）

9/3 ニューサウスウェー
ルズ大学
The University of 
New South Wales

Jake Surman
（Division of Research）
Dr Maude Frances

（UNSW Library）
Dr. Adrian W. Chew

（Division of Research）
9/5 メルボルン大学

The University of 
Melbourne

Dr Lyle Winton
（Digital Scholarship, 
University Library）
Peter Neish

（Research & Collections）
9/6 モナシュ大学

Monash University
David Groenewegen

（Monash University 
Library）

4．シドニー大学図書館
シドニー大学は160年以上の歴史を持ち，10の

キャンパス，約61,000人の学生と約8,000人の教職員
を擁する研究大学である。10）

4.1　研究データ管理計画
研 究 デ ー タ 管 理 は，Researcher Dashboard

（DashR）というシステムを使用し，研究データ管
理 計 画（Research Data Management Plan：
RDMP）の作成，研究データを保存するストレージ
のリクエスト受付等を行っている11）。

DashR で作成可能な研究データ管理計画では助
成金団体の要件を満たさない場合など，より詳細な
研究データ管理計画が必要なときは DMPtool や
DMPonline を利用することもできる。 研究データ
管理計画に必要な項目と解説が記述されたチェック
リストのテンプレート12）も用意されている。チェッ
クリストには，「研究によって集められるデータの
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ウェブ上で研究データ管理について自身で学ぶこと
ができる自習サイト Research Data Management 
Online Training（RDMoT） 19）を提供するとともに，
研究データ管理だけではなく，研究データを扱うた
めのアプリケーションや電子実験ノートなどについ
ての研修会も年間40回行っていることからトレーニ
ングにも力を入れているのがわかる。そして，2019
年に新たに採用された研究者は一定期間内にこの
RDMoT を終えなくてはならないとしている。イン
タビューの中で，研究データに関する研究者の実態
やニーズをどのように調査しているか尋ねたとこ
ろ，Hacky hour という毎週コーヒーショップで行
われている，テーマを設定せずに直接困りごとの相
談ができるサービスの中で話を聞いているとのこと
であった。

研究データ管理のサポート体制は，機関リポジト
リを整備， 運営してきた図書館とクラウドコン
ピューティングなどを担当する research technology
部門の協働により行っている。

6．メルボルン大学図書館
1853年に設立されたメルボルン大学はビクトリア

州の州都に位置し，オーストラリア国内ランキング
1 位，世界ランキングでも32位にランクインしてい
る。学生数は約53,000人，教職員数は約9,000人であ
る。20）

6.1　研究データ管理計画システム
研 究 デ ー タ 管 理 計 画 シ ス テ ム と し て Digital 

Curation Centre（DCC） の DMP online をメルボ
ルン大学にカスタマイズして使用しており，将来的
に他の研究支援システムと連携することを目指して
いるそうである。

6.2　トレーニングプログラム
研究データ管理について学ぶトレーニングプログ

ラム Managing Data @Melbourne21）は大学の学習
管理システム（LMS） から履修することができ，
テキストデータは機関リポジトリにて公開されてい
る22）。その内容は，「研究データ管理とはどのよう
なものか」，から始まり，「研究データ管理計画の作
成」，「研究データのライフサイクル」，「研究倫理」，

「データの記述方法」，「ファイル名のつけ方」，「バッ
クアップ」，「ファイルのフォーマットとデータスト
レージ」，「データをオープンにすることのメリッ
ト」，と包括的なものとなっている。また，このプ
ログラムはエディンバラ大学の研究データ管理ト
レーニングコース，マントラ23）を元に作られたとの

たとのことである。ResData は研究データ管理計画
の登録と公開可能な研究データをオーストラリアの
ポータルサイト（Research Data Australia）へアッ
プロードする機能を有している。

5.2　支援ツール
また，様々な研究データ管理支援ツールやトレー

ニングが充実しているのも特徴である。研究データ
管理支援ツールとして配布，ウェブ公開されている
リーフレット「研究データの分類（CLASSIFYING 
YOUR RESEARCH DATA），裏面が研究データの
分類例（EXAMPLES OF RESEARCH DATA BY 
CLASSIFICATION）（図 1 ）」18），「研究データの保
存（STORING YOUR RESEARCH DATA）

（図 2 ）」18）は，研究データの分類を研究者自身で容
易に行うことができるようにするため，“Highly 
sensitive”から“Public”まで含まれているデータ
によって分類が一目でわかり，さらにその研究デー
タの格納に適したストレージ選択にも参考となる内
容となっている。

図 1　CLASSIFYING YOUR RESEARCH DATA

図 2　STORING YOUR RESEARCH DATA

5.3　トレーニングと支援体制
他方， 研究の始まり段階にいる研究者向けに，
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埋めることで各項目の理解を深めることができる内
容となっている。さらに，研究者の上司や研究者間
での研究データ管理に関する意識のすり合わせやモ
ナシュ大学で利用できる研究データ管理サービスと
ツールの可視化とアクセス方法も確認することがで
きる。29）

7.2　トレーニング
研究者や大学院生に研究データに関するスキルを

身に着けてもらうため， 次のテーマでトレーニン
グ，セッションを行っている30）。
・�研究のライフサイクル全体で効果的に研究データ

を管理する
・�資金提供者の要求を満たすためにリポジトリへ研

究データを格納する
・�研究データの共有，展示と monash.figshare を使

用するためのサポート
・大学院研究生のための monash.figshare
・研究の影響を測るためのオルトメトリクス

上記セッションはリクエストに応じてカスタマイ
ズ可能とのことである。

7.3　研究データリポジトリ
モナシュ大学でも研究データリポジトリとして

figshare（Monash. Figshare31）） を利用している。
オーストラリア国内では figshare を利用している
機関が多いとのことである。

7.4　学内での連携
モナシュ大学における研究データ管理支援サービ

スも，先の 3 大学と同様に大学内にて連携し行われ
ている。まず，ストレージの提供はMonash eResearch 
Centre（MeRC）32）という，情報基盤センターのよ
うな部署が担当しており，複雑で大容量なデータを
扱うことができる。次に，Learning Skills Advisers
と協働し，専門分野ごとに faculty teams を形成し，
研究者や学生へのアドバイス等，様々な研究・教育
支援サービスを行っている。研究者や学生とコミュ
ニケーションをとる窓口として，図書館だけではな
く faculty teams が間に入ることで垣根が低くなる
印象を受けた。

7.5　研究データ管理支援サービスの始まり
また，研究データ管理支援サービスを始めたのは

約10年前で初めは容易ではなかったという経験談も
聞くことができた。研究者のニーズ調査のため，ア
ンケートやインタビューを行い，「なぜ研究データ
管理が必要なのか」，という対話を研究者と慎重に

ことである。

6.3　支援体制
メルボルン大学では研究データ管理に関するサー

ビスを，Digital Scholarship Program（研究データ
管理サポート，トレーニング），Research Platform 
Services（研究プラットフォーム，研究データスト
レージ），Central Research Office（研究倫理， 助
成金， ポリシー） により担っている。Digital 
Scholarship Program24）は図書館の研究部門の一部
で担当しているのは専門分野を持っている研究者で
ある。研究データ管理に関するサポートだけではな
く，大学のデジタル化センター機能も有しており，
デジタルアーカイブ，デジタル保存，データ復旧，
デジタル管理アドバイスなども行っている。

6.4　研究データリポジトリ
研究データリポジトリは機関版の figshare25）を使

用しており， 現状はリポジトリ収載にあたり研究
データのキュレーションは行わず，セルフサービス
とのことである。今後，データキュレーションのた
めに新たに担当者を雇用し，現在のデータキュレー
ションサービス26）の拡充， 教員とのコミュニケー
ションも対応してもらう予定であると伺った。

7．モナシュ大学図書館
オーストラリアの偉人ジョン・モナシュにちなん

で名づけられたモナシュ大学はメルボルンから電車
とバスで約50分のクレイトンに位置するビクトリア
州立大学である。海外に 4 か所と国内に 4 キャンパ
スを持つ，世界ランキングトップ100に入る大学で，
学生数は約70,000人， 教職員数は約9,000人であ
る27）。

7.1　研究データ管理計画
モナシュ大学図書館でも，研究の始まり段階にい

る大学院生や研究者に対して「研究データ管理計画
チェックリスト（Research Data Planning Checklist）」
を使用するよう勧めている。チェックリスト冒頭で
は，2007年に策定され，オーストラリアの研究機関
や研究者に求められる責任ある行動規範を示した
The Australian Code for Responsible Conduct of 
Research（最新は2018年版）28）とモナシュ大学の研
究データ管理ポリシーを参照すること，「データの
著作権」，「倫理」，「データの種類」，「保存に関する
こと」など 8 項目23設問が記載されている。そして，
それぞれの項目や設問には解説や対応するポリシー
やガイドラインへの参照リンクが付され，リストを
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また，シドニー大学でのインタビューによると，
ARDC は「月に一度， 参加機関を回りミーティン
グをして情報交換をしている。 共通の課題意識を
持っている。」，「パートナー機関とともにワーキン
ググループを作り，研修，スキルアップ等を図って
いる。」とのことで人材育成面の活動もしている。

なお，ARDC は世界レベルの情報インフラを整
備サポートするプロジェクト，National Collaborative 
Research Infrastructure Strategy（NCRIS） を通
してオーストラリア政府から支援を受けている37）。

9．おわりに
研究データ管理支援サービスと一口に言っても，

研究データ管理計画，データリポジトリ，研究デー
タストレージ，トレーニング，研究データ管理をサ
ポートするサイト，ポリシーなど多岐にわたる。大
学によって使用しているツールが違う，力を入れて
いるところが違うなど，それぞれ特色があることが
わかった。共通しているのは研究のライフサイクル
に即したサービスを行っている点，ウェブサイトか
ら情報を入手し易いようナビゲートしている点であ
る。また，そのサービスは図書館だけで行われてい
るのではなく，情報基盤センターのような，より専
門的に情報機器を扱う部署と協働している。

今後，本学において研究データ管理支援サービス
をどのように展開していくか考えた時， 4 大学のよ
うに研究データ管理計画の支援サービス（チェック
リストの作成など）から始めるということも考えら
れる。

現在は，国立情報学研究所（NII）の研究データ
管理サービス GakuninRDM の実証実験に参加して
おり38），本学附属図書館のウェブサイト，研究支援
情報のページにてサービスの広報を行っている。こ
のページを 4 大学で行っているような研究データ管
理に必要な項目の解説，情報提供の場として少しず
つ充実させていくこともできよう。

研究者のニーズ，意識調査という点では，2019年
11月に本学にて「北海道大学における研究データ管
理に関するアンケート」を情報基盤センターと協働
し行った。アンケート結果によると，任意としてい
た連絡先を回答者269名のうち，96名が記入してお
り39），今後のインタビュー調査に繋げられる見込み
である。

このように， 本学における研究データ管理支援
サービスはスタート地点に立ったばかりだが，大学
内外の関係機関と協働し少しずつ整備していければ
と考えている。

続けることで徐々に必要性を理解してもらえるよう
になったそうである。

そして研究データ管理支援サービスは，「研究
データ管理計画（RDMP）から始めた」，「すべての
サービスを一度に始めるのは大変」というコメント
がこれからサービスを組み立てようとしている側へ
のエールのように感じられた。

8．オーストラリアの国家的な取り組み
ここまでは実際に訪問した 4 大学の研究データ管

理支援サービスについて述べたが，次はオーストラ
リアの国家レベルの取り組みについて述べたい。

8.1　ANDS
Australian National Data Service（ANDS） は

オーストラリア国内の研究データを研究者や研究機
関，そして国にとってより価値があるものにするた
めに2008年に設立された。ANDS はモナシュ大学
が中心的役割を担い， オーストラリア国立大学

（ANU） とオーストラリア連邦科学産業研究機構
（CSIRO） が共同作業するパートナーシップであ
る33）。

主な活動は，オーストラリア国内の研究データの
可視化と再利用で，ポータルサイト Research Data 
Australia へ月に一度，API で各大学から研究デー
タのメタデータを取り込んでいる。

8.2　ARDC
2018年には大容量のストレージや情報インフラを

提供してきた Research Data Services（RDS）34） ，
バーチャルラボや研究プラットフォームを提供して
き た National eResearch Collaboration  Tools

（Nectar）35） と 戦 略 的 パ ー ト ナ ー シ ッ プ を 結 び
Australian Research Data Commons（ARDC） と
なった。

三者の連携により，最先端の研究とイノベーショ
ンをサポートするデジタルインフラストラクチャー
を作るというビジョンをもった国家的なデータイン
フラが生まれた。　

ARDC の主なサービスは次の 4 点である。
（1）　�Nectar Research Cloud（研究プラットフォー

ムのクラウドサービス）
（2）　Research Data Australia（研究データポータル）
（3）　Identifier Services（DOI等識別子の管理・作成）
（4）　�Research Vocabularies Australia（統 制 語 彙

の管理・作成）36）
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